
シンクボックス 取扱説明書�

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。�
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。�

本取扱い説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 �
最新の情報は、当社Web(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。�
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はじめに�

この度はシンクボックスADR-SYNCをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。�
ご使用の前にこの取扱説明書をよくご覧ください。読み終わったあともこのマニュアルは大
切に保管してください。�
�
本製品ではUSBデバイス同士でのデータ転送を実現できます｡�
ボタンを押すだけで、デジタルカメラで撮った写真をUSBフラッシュドライブに転送できま
すので、デジタルカメラのメモリ容量の心配がなくなります。友達とビデオ、MP3ファイル、
デジタル写真、お好みのゲーム設定などをより簡単に共有できます。パワーポイント・プレゼ
ンテーションなどのファイルを取引先に送る際にも便利です。�
本製品はデジタルカメラ、USBフラッシュドライブ、MP3プレーヤ、メモリカードリーダ、
USBハードドライブなどのUSB2.0とUSB1.1デバイスに対応しています。FAT（FAT16
、FAT12）及びFAT32形式をサポートし、ソース・ターゲット両デバイスに対応しています。�
※NTFS形式及びMacOSには対応しておりません。�
※転送速度はUSB1.1に準拠しています。�

セ
ッ
ト
内
容�

最初に�
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  ください。�

ADR-SYNC
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動作環境�

特長�

各部名称と働き�

●ボタンを押すだけでデジタルカメラなどのデータを簡単転送できます。�
※大容量のデータを転送する場合は、時間がかかります。データは必ずバックアップをとってください。�
●パソコンなしでのデータ転送ができるので、モバイルに最適です。�
※Mac OS専用機器、及びMac OSでフォーマットしたデータ・NTFS形式には対応していません。�
●電池で動くので、電源のない外出先でも使用できます。�
※転送中に電池が切れた場合は転送できません。�
●対応機器：USBフラッシュドライブ・デジタルカメラ・MP3プレーヤー・カードリーダ等�
※マスストレージに対応した機器に限ります。※キヤノン社製デジタルカメラには対応していません。※乾電池は別売です。�

取扱い上のご注意�

本製品はUSBポートを搭載した下記のパソコンで正常動作するマスストレージデバイスに
対応しています。�
�
●対応機種：各社DOS/Vパソコン、PC98-NXシリーズ�
●対応OS：Windows XP･2000･Me･98SE･98

安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

安全にお使いいただくためのご注意（続き）�

■警告�
　下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。�

●分解、改造はしないでください。(火災、感電、故障の恐れがあります)�
※保証の対象外になります。�
●水などの液体に濡らさないでください。(火災、感電、故障の恐れがあります)�
●小さな子供のそばでは本製品の取り外しなどの作業をしないでください。�
　(飲み込んだりする危険性があります)

●本製品の取り付け、取り外しをする時には必ずパソコン内(ハードディスク等)のデータを
すべてバックアップ(MO、FD等)をしてください。�
●メディア内のデータは、必ず他のメディア(MO、FD等)にすべてバックアップしてください。�
�
※特に修復・再現のできない重要なデータは必ずバックアップをしてください。�
※バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負い
かねますのであらかじめご了承ください。�

■注意�
　下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えたりすることがあります。�

●取り付け取り外しの時は慎重に作業をおこなってください。(機器の故障の原因となります)�
●次のようなところで使用しないでください。�
　①直接日光の当たる場所�
　②湿気や水分のある場所�
　③傾斜のある不安定な場所�
　④静電気の発生するところ�
　⑤通常の生活環境とは大きく異なる場所�
●長時間の使用後は高温になっております。取扱いにはご注意ください。(火傷の恐れがあります)

■お手入れについて�
①清掃する時は電源を必ずお切りください。�
②機器は柔らかい布で拭いてください。�
③シンナー・ベンジン・ワックス等は使わないでください。�

SYNCBOX
54mm

69mm 15mm

LED（緑）�

①電源・転送ボタン�

LED（赤）�

②転送モードスイッチ�

FOLDER DISK

①電源・転送ボタン�
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各部名称と働き（続き）�
①電源・転送ボタン�
1.電源が入っていない状態でボタンを押すと電源が入ります。�
2.電源を入れ、ソースとターゲットUSBデバイスを接続すると、ボタンを押すだけでデータ転送が開始します｡�
3.電源を切るためには、データが転送されていない状態であることを確認してから、3秒間ボタンを押して
　ください｡�

②転送モードスイッチ�
1.フォルダ：フォルダモードを選択すると、ソースデバイスにある「Syncbox」フォルダ内容しかコピーしません。　�
　「Syncbox」のフォルダが存在しない場合、ファイル転送が停止し、赤LEDが点滅します。�
2.ディスク：ディスクモードを選択すると、ソースデバイスの全ファイルをターゲットUSBデバイスにコピーします。�

●LED表示�
1.緑LED：Syncboxの電源表示です。バッテリーの残量が少なくなるとLEDが点滅します。�
              電池を交換してください｡�
2.赤LED：�
 1) 点滅：データ転送中�
 2) 点灯：転送中のエラー�
 3) 点灯していない：待機中�

●自動電源OFF�
　40秒以上放置すると、バッテリー消費を防止するため電源が自動的に切れます。�

ご使用方法（続き）�ご使用方法（続き）�

メディアを複数挿入できるカードリーダなどをご使用の際には、�
挿入するメディアは必ず1つにしてください。�ご注意�

フォルダモードで転送する場合、ソースUSBデバイスに「
Syncbox」フォルダを作成する必要があります｡�
フォルダを作成しない場合は、データの転送ができません。
まず、「Syncbox」フォルダを作成し､コピーしたいファイル
をフォルダに入れてください｡�

指定のフォルダのみ転送することができます。�

まず�、ソースUSBデバイスをパソコンに接続し、ソースUSBデバイスに�
「Syncbox」フォルダを作成してください。�

Ⅱ.フォルダ転送の場合�
FLASH DISC

ご使用方法�

初めてお使いになる際には、単4電池（アルカリ電池：別売）を3本入れてください。緑LED
が点滅したら、電池を交換してください｡約5時間の使用が可能です。�

本製品には、すべてのデータを転送する「ディスク転送モード」と指定されたフォルダのみ
転送する「フォルダ転送モード」があります。�

1.電源ボタンを押し、電源を入れます。（緑LEDが点灯します）�
　転送モードスイッチをDISKにいれます。※必ず電源を先に入れてください。�
2.ソースUSBデバイスとターゲットUSBデバイスをSYNCBOXに接続します｡�
3.転送を開始するには、電源・転送ボタンを押します｡赤いLEDが点滅します｡点滅が終了すれば
転送は完了です。※転送が完了する前にターゲットデバイスの容量がいっぱいになると、赤LEDが点滅から点灯になります。�

SYNCBOX電源・転送ボタン�

FOLDER DISK

ソース側�
USB

ターゲット側�
USB

Ⅰ.ディスク転送の場合�

乾電池を入れる�

※ターゲット側にソース側機器�
　以上の容量があることを確認�
　してください。�

4.ファイルの確認�
ターゲットUSBデバイスにフォルダを自動作成する�
コピー先にファイルを転送するときに、「Sync001」とい
う名称のフォルダが自動的に作成されます｡「Sync001」
フォルダが既に存在していれば、追加フォルダが作成され
ます｡（Sync002, Sync003, Sync004など)

電池カバー�

1.電池カバーを開けます。� 2.電池を入れます。　と　に注意してください。�
　図のように　から入れてください。�

+

単4電池�

+
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仕様�FAQ

保証規定�

ターゲットUSBデバイスにフォルダを自動作成する�
コピー先にファイルを転送するときに、「Sync001」とい
う名称のフォルダが自動的に作成されます｡「Sync001」
フォルダが既に存在していれば、追加フォルダが作成され
ます｡（Sync002, Sync003, Sync004など)

A.転送が完了する前にコピー先の容量がいっぱいになった可能性があります｡十分に容量あ
るデバイスに接続し、再転送してください。ソースデバイスを読み込むときにエラーが発
生した可能性もあります｡SYNCBOXはNTFS形式とMac OSをサポートしていません。�

ご使用方法（続き）�

1）保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間内で故障がありました場合は、当
社所定の方法で無償修理いたしますので、保証書を商品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。�

2）次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。�
①保証書をご提示いただけない場合。�
②所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。�
③故障の原因が取り扱い上の不注意による場合。�
④お客様による輸送・移動中の衝撃による場合。�
⑤天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷。�

3）お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたしかねます。�
4）本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については当社はその責を負わないものとします。�
5）修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。�
6）保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。�
7）保証書は日本国内においてのみ有効です。�

Q. 転送中に赤いLEDが点滅から点灯に変わり、転送が中止になりました。原因は何ですか？�

A.電源を入れることが出来ない場合、電池を確認し､必要であれば交換してください。�
　電源が入っているが、SYNCBOXがちゃんと動いてない場合、ボタンを3秒間押し、
強制終了してください。電源を切ることが出来ない場合、電池を外して､もう一度入れ
てください。�

Q. SYNCBOXの調子がなにやらおかしい。どうしたらいいですか？�

A.互換性の問題で、キヤノンのデジタルカメラのなかにはサポートされていないものがあ
ります。複数のカードに対応するカードリーダを使用する際、スロット1からしか読み込め
ない場合があります。一部のカードリーダは正常に動作しない場合があります。�

Q. キヤノンなどの一部のデジタルカメラとメモリカードリーダで使えないのは�
　どうしてですか？�

インターフェース�

消 費 電 流 �

環 境 条 件 �
(結露なきこと)

サ イ ズ �
重 量 �
電 源 �

動 作 時�
スタンバイ時�
動 作 時�
保 管 時�

USB ver.1.1準拠�
W54×D69×H15mm�
38g（電池を除く）�
単4アルカリ乾電池×3本�

0.012mA�
0.03mA�
温度  0℃～42℃�
温度 -20℃～60℃�

※乾電池は別売です。�

FLASH DISCFLASH DISC

SYNCBOX

電源・転送ボタン�

ソース側�
USB

ターゲット側�
USB

転送中に接続を切ったり、電源を落としたりしないでください。�
データ転送が遮断されます。�ご注意�

ご使用方法（続き）�
1.電源ボタンを押し、電源を入れます。�
　転送モードをFOLDERにします。※必ず電源を先に入れてください。�
2.ソースデバイスとターゲットデバイスをSYNCBOXに接続します。�
3.転送を開始するには、電源・転送ボタンを押します。�
　赤LEDが点滅します。点滅が終了すれば転送は完了です。�
※転送が完了する前にターゲットデバイスの容量がいっぱいになると、赤LEDが点滅から点灯になります。�
※ソースデバイス側に「Syncbox」のフォルダがない場合は、ファイルの転送はできません。�

FOLDER DISK

※ターゲット側にソース側機器�
　以上の容量があることを確認�
　してください。�
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